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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月28日(2013.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カルボキシル基を実質的に含有しない、重量平均分子量が５０万～２５０万の第１の（
メタ）アクリル酸エステル重合体（Ａ）と、
　重合体を構成するモノマー単位として、カルボキシル基を有するモノマーを１～２０質
量％含有する、重量平均分子量が５万～２５０万の第２の（メタ）アクリル酸エステル重
合体（Ｂ）と、
　環状分子として環状オリゴ糖を有するポリロタキサン化合物（Ｃ）と
を含有し、前記（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）成分以外のポリマー成分を含有しない粘着性
組成物であって、
　前記第１の（メタ）アクリル酸エステル重合体（Ａ）１００質量部に対する前記第２の
（メタ）アクリル酸エステル重合体（Ｂ）の割合は、０．１～３０質量部であり、
　前記粘着性組成物中における前記ポリロタキサン化合物（Ｃ）の含有量は、０．１～５
．０質量％である
ことを特徴とする粘着性組成物。
【請求項２】
　架橋剤（Ｄ）をさらに含有することを特徴とする請求項１に記載の粘着性組成物。
【請求項３】
　前記第１の（メタ）アクリル酸エステル重合体（Ａ）は、前記架橋剤（Ｄ）が有する反
応性基と反応可能な反応性基を有することを特徴とする請求項２に記載の粘着性組成物。
【請求項４】
　前記ポリロタキサン化合物（Ｃ）の環状分子は、前記架橋剤（Ｄ）が有する反応性基と
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反応可能な反応性基を有することを特徴とする請求項２または３に記載の粘着性組成物。
【請求項５】
　前記第１の（メタ）アクリル酸エステル重合体（Ａ）は、当該重合体を構成するモノマ
ー単位として、反応性基である水酸基を有するモノマーを含有し、
　前記ポリロタキサン化合物（Ｃ）の環状分子は、反応性基として水酸基を有し、
　前記架橋剤（Ｄ）は、反応性基としてイソシアネート基を有する
ことを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載の粘着性組成物。
【請求項６】
　シランカップリング剤（Ｅ）をさらに含有することを特徴とする請求項１～５のいずれ
か一項に記載の粘着性組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の粘着性組成物を架橋してなる粘着剤。
【請求項８】
　基材と、粘着剤層とを備えた粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、請求項７に記載の粘着剤からなる
ことを特徴とする粘着シート。
【請求項９】
　前記基材は、光学部材であることを特徴とする請求項８に記載の粘着シート。
【請求項１０】
　前記光学部材は、偏光板または位相差板であることを特徴とする請求項９に記載の粘着
シート。
【請求項１１】
　２枚の剥離シートと、
　前記２枚の剥離シートの剥離面と接するように前記剥離シートに挟持された粘着剤層と
を備えた粘着シートであって、
　前記粘着剤層は、請求項７に記載の粘着剤からなる
ことを特徴とする粘着シート。
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